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アジェンダ２１すいた 会議記録表 

 

作成者：南方 

会議名 幹事会 

日 時 平成２８年６月８日（水） １５：００～１７：３０ 

場 所 吹田市役所 高層棟２階 環境部会議室 

出席者(敬称略) 幹 事：三輪信哉、安本修、小田信子、伊藤忠征、福井一彦、佐藤享 

事務局：石井、樋上、南方 

欠席者(敬称略) 幹 事：荒堀尚、池渕佐知子、水川晶子、増田汐里 

議事次第 １ 定時総会について 

２ すいた市民環境会議「自然エネルギーすいた」について 

３ すいた環境サポーター養成講座の案内 

４ 報告 部会、団体、事務局より 

配布資料 １ 平成２８年度アジェンダ２１すいた定時総会タイムスケジュール等（資料１～７） 

２ 自然エネルギーすいた 設立趣意書（資料８） 

３ すいた環境サポーター養成講座募集関係書類（資料９） 

４ 地球温暖化防止実践デーでの取組み案（佐藤室幹事より） 

議事概要 【１ 定時総会について】 

■平成２８年度役員改選について 

◇本年度は役員改選の年度ではないが、各大学からの役員任期は1年のため、次期役員

（会計）を今月中に推薦依頼する予定であることが事務局より報告された。 

 

■定時総会当日について 

◇参加者から質問がでた場合は、原則、三輪代表が対応するが、各部会や決算等の内容

は、各担当で回答することとなった。 

◇後藤市長が退室するタイミングを確認しておく必要があるとの意見があがった。 

◇幹事選定の方法について、参加者から質問があることを想定して、返答内容を考える

必要があると意見があがった。 

 

■平成２７年度収支決算及び平成２８年度収支予算について 

◇収支決算の結果をもとに、平成 27 年度収支のバランスについて議論がなされた。平

成27年度は、収入に対して支出が多く、次期繰越金が161,129円と平成26年度の

それの半分程度となっていることを受けて、今後の支出の仕方や資金の獲得方法につい

て話し合われた。 

◇支出における全体事業の「その他」には、平成 27 年度から郵送代が含められたこと

を事務局より報告した。 

◇「市負担金収入」を増やせるのか、三輪代表より質問があった。それに対して、市の

予算を増やすことはおそらく困難であると事務局より回答があった。ただ、行政や他団

体とアジェンダ２１すいたが共催事業を実施するなどして資金獲得を目指してもらうこ
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議事概要 

とは可能であるとのことであった。 

◇三輪代表から、予算獲得のための本市のルールを知りたいと依頼があった。 

◇部会活動等における交通費や施設入場料等の支出根拠や方針について、取り決めを行

う必要があるとの意見が出た。 

◇平成２８年度収支予算については、幹事の了承が得られた。 

 

■広報チラシについて 

◇懇親会で使用するマイカップを持参することについて、広報チラシに掲載するよう三

輪代表より提案があった。 

◇多様な層の方々に参加してもらうことを目的として、本総会に関心が少ない方にも興

味を持ってもらうために、小原玲氏の講演会をメインにした構成で作成し直すこととな

った。 

◇会員以外にも広く周知するため、カラーでチラシを作成してはどうかとの意見があが

り、ニュースレターの配布先を参考に、300枚をネット印刷業者に発注することとなっ

た。 

 

■今後における事業活動報告の様式について 

◇体裁は、これまでの総会で別冊子としていた「事業活動報告書」の様式を採用するこ

ととなった。記載項目は、「事業内容」・「実施評価及び課題」・「参加メンバー」・「実施日

と支出金額」の４項目と改正した。変更点は、「１ 事業目的」を削除し、「事業内容」

の冒頭に簡易な事業目的を追加することにした点、実施期間ではなく実施日のみの記載

にした点の２点である。 

 

 

【２ 自然エネルギーすいたについて】 

◇小田幹事より、ＮＰＯ法人すいた市民環境会議が取り組んでいる市民共同発電につい

て、以下の説明があった。 

本市で取り入れることが可能な再生エネルギーは、太陽光エネルギーであることから、

本市岸部にある、障がいをもつ方のための施設（社会福祉法人ぷくぷく福祉会「ぷくぷ

くの会」）に太陽光パネルを設置する予定である。 

◇設立趣意書の内容について、原子力発電所事故に関する記述（冒頭の３行）など、市

の施策と合わない部分があるので、市として趣意書に賛同することはできないとの意見

が佐藤幹事よりあった。 

◇会員向けに、「すいた市民環境会議」の文書として送付することは問題ないことが確認

された。 

 

 

【３ すいた環境サポーター養成講座について】 

◇事務局より、本講座カリキュラムの第一回目で、三輪代表が講師を担当することの報

告があった。 

◇大学生の参加者が、大学を卒業後、吹田市で活動に移行するのかについて議論が行わ

れた。 
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【４ 報告等】 

三輪代表より、地球温暖化防止実践デーでの取組について、以下の提案があった。 

◇アジェンダ２１すいたの本取組コアメンバーによる会議を、幹事会で開催するのはど

うか。⇒了承された。 

◇実践デー当日、大阪学院大学のチアリーダー部に演技をしてもらうのはどうか。⇒了

承された。 

 

佐藤幹事より、以下の報告があった。 

◇地球温暖化防止実践デーを、１０月 29日（土）にする予定である。 

◇アジェンダ２１すいたのメンバーと学生、行政が協働し本取組を進めていく予定であ

り、現在、４大学の学生へ市から働きかけている。４大学の詳細は、大阪学院大学・関

西大学経済学部良永康平ゼミ・大阪大学学生サークルＧＥＣＳ・立命館大学政策科学部

小幡範雄ゼミである。 

◇夏休みが始まる前に、各大学の学生に一度、集合してもらう予定である。 

◇大阪府の人権に関するイベントも同日に開催されるため、混同されないような工夫が

必要である。 

◇男女共同参画室が同日に行う取組のグッズであるファイルの裏面に、何らかの形で環

境啓発についても記載することを検討してくれることになっている。 

◇「ららぽーとエキスポシティ」の「光の広場」で、資源リサイクルセンターと共同で

企画を検討している。具体的には、光の広場にあるスクリーンに、三輪代表や後藤市長

の映像を流し、市民参加型の企画を考えたい。 

◇「地域リレーキャンペーン」についても、子育て層に向けて、学生が啓発を実施する

計画を練っていきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次回の日程 平成２８年７月１３日（水）１５：３０～  環境政策室会議室 

 


